
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
五
十
六
号
）
第
百
九
十
四
条
第
二
項
第
二
号
ハ
、
ニ
若
し
く
は
ヘ
（
放
射
性
輸

送
物
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
場
合

（
告
示
で
定
め
る
場
合
を
除
く
。）は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

は
航
空
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
五
十
六
号
）
第
百
九
十
四
条
第
二
項
第
二
号
ハ
、
ニ
若
し

く
は
ヘ
（
放
射
性
輸
送
物
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の

確
認
を
受
け
た
場
合
（
告
示
で
定
め
る
場
合
を
除
く
。）は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
た
も
の
と
み

な
す
。

（
核
燃
料
物
質
等
車
両
運
搬
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

核
燃
料
物
質
等
車
両
運
搬
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
運
輸
省
令
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

放
射
性
輸
送
物

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第

五
十
六
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
十
八
条
の
三
第
一
項
に
定
め
る
放
射
性
輸
送
物
（
同
条
第
二

項
に
定
め
る
Ｉ
Ｐ

１
型
輸
送
物
、
Ｉ
Ｐ

２
型
輸
送
物
及
び
Ｉ
Ｐ

３
型
輸
送
物
を
含
む
。）を
い
う
。

一

放
射
性
輸
送
物

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三

十
五
年
総
理
府
令
第
五
十
六
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
十
八
条
の
三
第
一
項
に
定
め
る
放
射
性

輸
送
物
（
同
条
第
二
項
に
定
め
る
Ｉ
Ｐ

１
型
輸
送
物
、
Ｉ
Ｐ

２
型
輸
送
物
及
び
Ｉ
Ｐ

３
型
輸
送
物
を

含
む
。）を
い
う
。

二
〜
九

（
略
）

二
〜
九

（
略
）

（
放
射
性
同
位
元
素
等
の
事
業
所
外
運
搬
に
係
る
危
険
時
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

放
射
性
同
位
元
素
等
の
事
業
所
外
運
搬
に
係
る
危
険
時
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
運
輸
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
応
急
の
措
置
）

（
応
急
の
措
置
）

第
一
条

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
許
可
届
出
使
用
者
（
表
示
付
認
証
機
器
使
用
者
を
含
む
。）、

届
出
販
売
業
者
、
届
出
賃
貸
業
者
及
び
許
可
廃
棄
業
者
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
か
ら
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者
（
以

下
「
許
可
届
出
使
用
者
等
」
と
い
う
。）は
、
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
放
射
性
同
位
元
素
又
は
放
射
性

汚
染
物
（
以
下
「
放
射
性
同
位
元
素
等
」
と
い
う
。）の
運
搬
（
以
下
「
事
業
所
外
運
搬
」
と
い
う
。）中
、
そ
の

所
持
す
る
放
射
性
同
位
元
素
等
に
関
し
、
放
射
線
障
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
放
射
線
障
害
が
発
生
し
た

場
合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
、
次
の
各
号
に
定
め
る
措
置
（
法
第
十
八
条
第
一
項
（
法
第
二
十
五
条
の
五
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
運
搬
に
あ
つ
て
は
、
第
四
号
に
掲
げ
る
措
置
を

除
く
。）を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
許
可
届
出
使
用
者
（
表
示
付
認
証
機
器

使
用
者
を
含
む
。）、
届
出
販
売
業
者
、
届
出
賃
貸
業
者
及
び
許
可
廃
棄
業
者
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
か
ら
運
搬
を

委
託
さ
れ
た
者
（
以
下
「
許
可
届
出
使
用
者
等
」
と
い
う
。）は
、
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
放
射
性
同

位
元
素
又
は
放
射
性
汚
染
物
（
以
下
「
放
射
性
同
位
元
素
等
」
と
い
う
。）の
運
搬
（
以
下
「
事
業
所
外
運
搬
」

と
い
う
。）中
、
そ
の
所
持
す
る
放
射
性
同
位
元
素
等
に
関
し
、
放
射
線
障
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
放
射

線
障
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
、
次
の
各
号
に
定
め
る
措
置
（
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定

す
る
運
搬
に
あ
つ
て
は
、
第
四
号
に
掲
げ
る
措
置
を
除
く
。）を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
六

（
略
）

一
〜
六

（
略
）

２

許
可
届
出
使
用
者
等
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
は
、
遮
蔽
具
、
か
ん
子
又
は
保
護
具

を
用
い
る
こ
と
、
放
射
線
に
被
ば
く
す
る
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
者
の
線

量
を
、
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
放
射
性
同
位
元
素

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
五
十
六
号
）
第
一
条
第
八
号
に
規
定
す
る

放
射
線
業
務
従
事
者
の
う
ち
男
子
、
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
女
子
又
は
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
許
可
届
出

使
用
者
等
に
書
面
で
申
し
出
た
女
子
が
前
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
場
合
に
お
け
る
線
量
限
度
は
、
同
令

第
二
十
九
条
第
二
項
に
基
づ
き
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
と
す
る
。

２

許
可
届
出
使
用
者
等
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
は
、
遮
蔽
具
、
か
ん
子
又
は
保
護
具

を
用
い
る
こ
と
、
放
射
線
に
被
ば
く
す
る
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
者
の
線

量
を
、
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
放
射
性
同
位
元
素

等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
五
十
六
号
）
第
一
条

第
八
号
に
規
定
す
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
う
ち
男
子
、
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
女
子
又
は
妊
娠
の
意
思
の

な
い
旨
を
許
可
届
出
使
用
者
等
に
書
面
で
申
し
出
た
女
子
が
前
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
場
合
に
お
け
る

線
量
限
度
は
、
同
令
第
二
十
九
条
第
二
項
に
基
づ
き
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量
と
す
る
。
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